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コ
ロ
ナ
渦
の
も
と
で 

社
会
的
条
件
に
見
合
っ
た
活
動
で 

 
 

  

原
発
ゼ
ロ
実
現
・
核
燃
サ
イ
ク
ル
か
ら
の
撤
退
の
合
意
形
成
を
め
ざ
そ
う 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

道
原
発
連―

６
月
１
１
日
、
第
５
回
常
任
理
事
会
で
当
面
の
方
針
を
確
認―

 

原
発
問
題
全
道
連
絡
会
〈
道
原
発
連
〉
は
６
月
１
１
日
、
第
５
回
常
任
理
事
会
を

開
催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
も
条
件
を
活
か
し
つ
つ
、
原
発
ゼ
ロ
実
現
、
核
燃
サ

イ
ク
ル
か
ら
の
撤
退
の
合
意
形
成
を
め
ざ
し
、
条
件
を
活
か
し
て
頑
張
ろ
う
と
、
当

面
の
活
動
方
針
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

 

 

そ
の
１
、
“３
つ
の
蜜
“を
避
け
つ
つ
、
毎
月
１
１
、
２
６
日
行
動
で
、
原
発
ゼ
ロ
、
泊
・大
間
・幌
延
ス
ト
ッ
プ
の
運
動
を
広
げ
よ
う 

 
 

①
毎
月
の
１
１
日
行
動
（
イ
レ
ブ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
）、
２
６
日
行
動
（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
デ
ー
）
で
、
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
早
期
制
定
、
泊
原
発
再
稼
働
ス
ト
ッ
プ
、
大
間

原
発
訴
訟
支
援
、
幌
延
深
地
層
研
究
計
画
延
長
中
止
、
地
下
施
設
の
埋
め
戻
し
、
地
上
施
設
の
閉
鎖
撤
去
へ
世
論
を
広
げ
よ
う
。 

 
 

②
北
電
の
第
９
６
回
定
時
株
主
総
会
（
６
月
２
５
日
、
午
前
９
時
受
付
開
始
、
１
０
時
開
会
）
会
場
前
宣
伝
行
動
に
参
加
し
役
割
を
発
揮
し
よ
う
。 

 
 

③
北
電
本
社
前
で
再
稼
働
申
請
撤
回
せ
よ
！
ア
ピ
ー
ル
行
動
（
７
月
８
日
昼
休
み
、
創
成
川
公
園
）
で
も
役
割
を
発
揮
し
よ
う 

④
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
を
考
え
る
講
演
会
」
を
計
画
し
、
原
発
と
人
間
社
会
が
共
生
で
き
な
い
こ
と
を
学
び
広
げ
よ
う
。 

⑤
原
発
問
題
後
志
住
民
の
会
（
大
田 

勤
共
同
代
表
他
）
と
泊
原
発
ス
ト
ッ
プ
の
共
同
の
運
動
を
広
げ
よ
う
。 

 
 

そ
の
２
、
「泊
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い
北
海
道
連
絡
会
」
な
ど
と
の
共
同
行
動
で
役
割
を
発
揮
し
よ
う 

 
 

①
泊
原
発
、
再
稼
働
す
る
な
！
さ
せ
る
な
！
の
共
同
行
動
の
成
功
に
役
割
を
発
揮
し
よ
う
。 

 
 

②
「
泊
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
道
民
署
名
」
（
仮
称
）
な
ど
共
同
の
取
り
組
み
に
役
割
を
発
揮
し
よ
う
。 

 
 

③
脱
原
発
を
め
ざ
す
後
志
の
住
民
運
動
団
体
と
の
共
同
の
行
動
で
も
役
割
を
発
揮
し
よ
う
。 

そ
の
３
、
福
島
と
の
連
帯
と
支
援
の
活
動
に
も
継
続
的
に
取
り
組
も
う 

 
 

 

①
「
『
事
故
１
０
年
目
の
福
島
を
見
る
』
全
国
交
流
集
会
ｉ
ｎ
福
島
」
に
代
表
を
派
遣
し
よ
う
！ 

 
 

②
福
島
原
発
事
故
を
題
材
に
し
た
小
説
・「
大
地
の
歌
ご
え
」（
た
な
か 

も
と
じ
著
、
本
体
価
格
２
２
０
０
円
）
の
購
読
を
広
げ
よ
う
。 

そ
の
４
、 

道
原
発
連
の
組
織
の
建
設
・強
化
に
共
同
で
力
を
発
揮
し
よ
う 

 
 

①
毎
月
道
原
発
連
加
盟
団
体
、
加
入
会
員
を
増
や
そ
う
。
そ
の
た
め
に
毎
月
１
回
統
一
行
動
に
取
り
組
も
う
。 

 
 

②
原
発
・
核
燃
サ
イ
ク
ル
問
題
の
わ
か
り
や
す
い
簡
易
パ
ン
フ
や
簡
易
漫
画
、
簡
易
動
画
な
ど
の
作
成
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
運
動
の
日
常
化
を
は
か
ろ
う
。 

問
題 

連
絡
会 

ニ
ュ
ー
ス 

第 32１号 

2020年 
６月 20日 



- 2 - 

                               

 

 

 

原
発
問
題
北
海
道
連
絡
会
は
、
５
月
１
３
日
に
規
制
委
が
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
審
査
で
「
合
格
」
と
し
た
こ
と
に
抗
議
し
、
建
設
中
止
と
核
燃
サ
イ
ク
ル
か
ら
の
撤
退
を 

求
め
る
声
明
を
発
表
し
、
６
月
１
９
日
原
子
力
規
制
委
員
会
の
更
田
豊
治
委
員
長
宛
に
送
付
し
ま
し
た
。
声
明
全
文
は
左
記
の
囲
み
の
通
り
で
す
。 

原子力規制委員会による日本原燃の六ヶ所再処理工場の「審査合格」

判定に抗議し、建設中止と核燃料サイクルからの撤退を求める声明 
2020年 6月 18日        原発問題全道連絡会常任理事会 

 

 ５月１３日、原子力規制委員会は定例会合で、日本原燃の使用済み核燃料再処理工場（青

森県六ケ所村）が新規制基準に適合していると認める「審査書案」を委員５人の全会一致

で了承した。日本原燃では、２０２１年上期の完工をめざすとしているが、それ自身の見

通しも不明確である。 

 そもそも核燃料再処理工場は、いわゆる「核燃料サイクル」なるものの一環として構想

されてきた。天然ウランのなかで核分裂にあずかるウラン２３５は０．７２％でウラン２

３８が９９％以上を占める（軽水炉用濃縮ウラン燃料でもウラン２３５は２～３％）。非核

分裂性ウラン２３８原子核は、中性子を吸収してプルトニウムに転換し、これは核分裂性

物質である。しかも、プルトニウムを主核分裂燃料（ＭＯＸ燃料）とするいわゆる「増殖

炉」では核分裂するプルトニウム以上にプルトニウムを生成（増殖）することができると

いうものである。これは原料の中で役立たなかったものをさらに処理して利用しようとす

る典型的な「連想・類推」による構想といえる。だが、こうした「増殖炉」構想は、「高速

増殖炉」（高速中性子を使うとの意味）“もんじゅ”の事故をはじめとして諸外国でも繰り

返し事故が起きていきづまり、プルトニウムは原子爆弾の原料以外に使い道のないものに

なっている。ところが、我が国は英国・仏国に委託した使用済み核燃料再処理の結果とし

てすでに原爆６０００個分に近い約４６トンものプルトニウムを保持していて、国際的に

は疑惑の目で見られている。このため内閣府の原子力委員会は、2018年 7月に「プルトニ

ウム保有量を減少させる」との基本指針を決定しており、これ以上プルトニウム所持を増

やしてはならない。操業すれば年間最大８００トンの使用済み燃料を再処理し約７～８ト

ンのプルトニウムを取り出す性能があるとされる六ヶ所再処理工場は、操業それ自体不要・

無用である。 

 プルトニウム取り出しの主要な目的である「増殖炉」が見通しのないもとで、ＭＯＸ燃

料によるプルサーマル計画が推し進められている。しかし、これも危険な政策である。プ

ルトニウムも核分裂に関与させるプルサーマルは、過酷事故での影響の重大性、使用済み

ウラン燃料より放射能が高い使用済みＭＯＸ核燃料の処理の難しさ、ＭＯＸ燃料製造の高

価さなど様々な困難が指摘されている。「増殖炉」計画の破綻に伴って構想され始めたもの

だろう。 

 核燃料再処理のもう一つの側面、高レベル核廃棄物の分離について言えば、その行き先・

処分方法に国民的合意がないことを指摘しなければならない。いわゆる「地層処分」につ

いていえば、日本国内に地層処分の適地を見出すことは、地質学的に不可能に近く、わざ

わざ廃棄物を濃縮する意義がない。 

 核燃料再処理のプラント自身についていえば、これは化学プラントとして困難なもので

ある。再処理工場は、原発の使用済み核燃料から、燃え残ったウランと新たに生まれたプ

ルトニウムを取り出す「放射能化学工場」とも呼ばれ、原発以上に未熟で危険な技術と指

摘されている。さらに操業するだけで普通の原発と比べても桁違いに多い放射性物質を環

境に放出する。液体の廃棄物も様々な工程から発生し、これらの一部も海洋放出管から海

に放出され、日本原燃の管理目標値では、トリチウム（三重水素）が年間９７００兆ベク

レルに及ぶ。これは福島第一原発が事故前に基準としていたトリチウムの放出量、年間２

２兆ベクレルの約４４０倍にも及ぶ。 

特に、このような危険な放射性物質を取り扱うプラントに極めて多額の費用をかけ、そ

れを電気料金に上乗せすることの合理性を疑うものである。１９９３年に総工費７６００

億円で着工、９７年完成の予定が、設計変更やトラブル続きで、竣工延期を２４回も繰り

返し、すでに着工から２７年も経過し、施設の老朽化さえ指摘されている。 

 原子力規制委員会は、日本原燃の計画書を審査したのであろうが、問題はこの再処理工

場の意義と妥当性にある。原発問題全道連絡会はこの審査結果に抗議し、再処理工場の建

設中止と核燃料サイクルからの撤退を求めるものである。 

                                      以上 
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小
説
「
大
地
の
歌
ご
え
」
４
５
冊
普
及
で
き
ま
し
た 

引
き
続
き
第
３
次
分
の
普
及
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

前
号
の
ニ
ュ
ー
ス
第
３
２
０
号
で
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
問
題
を
取
り
上
げ

た
小
説
・
「
大
地
の
歌
ご
え
」
（
た
な
か 

も
と
じ
著
、
定
価
２
２
０
０
円
＋
消
費

税
、
新
日
本
出
版
社
発
行
）
の
ご
購
読
を
呼
び
か
け
、
６
月
早
々
に
注
文
書
を
作

成
し
、
加
盟
団
体
や
会
員
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
第
一
次
分
３
０
冊
と
第
２
次
分

１
５
冊
は
６
月
１
７
日
ま
で
に
完
売
で
き
ま
し
た
。
現
在
第
３
次
分
の
注
文
を
受

け
付
中
で
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

こ
の
小
説
の
普
及
の
き
っ
か
け
は
、
今
年
３
月
１
１

日
、
道
原
発
連
と
国
民
大
運
動
北
海
道
実
行
委
の
共
催

で
、
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
前
で
「
東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発

事
故
９
周
年
・
追
悼
と
連
帯
の
メ
モ
リ
ア
ル
行
動
」
の

取
り
組
み
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
行
動
の
模
様
が
翌
日

３
月
１
２
日
付
の
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
］
社
会
面
１
５
頁

に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
記
事
を
読
ま
れ
た
こ
の
小
説
の
著

者
「
た
な
か 

も
と
じ
」
さ
ん
が
、
道
原
発
連
に
「
ど

う
ぞ
お
読
み
く
だ
さ
い
」
と
小
説
・「
大
地
の
歌
ご
え
」

１
冊
を
送
呈
下
さ
い
ま
し
た
。
驚
き
つ
つ
さ
っ
そ
く
読

み
感
動
し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
お
う

と
役
員
会
に
提
案
、
ま
ず
第
１
次
分
と
し
て
３
０
冊
の

普
及
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
最
初
の
３
０
冊
は
、
新
日
本

出
版
社
か
ら
入
荷
後
、
翌
日
に
完
売
と
な
り
、
続
い
て

第
２
次
分
の
１
５
冊
も
数
日
中
に
完
売
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
も
注
文
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
第
３
次
分

の
普
及
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
、
別
記
「
ご
注
文
の
要
領
」
の
①
か
ら

⑥
に
従
っ
て
注
文
先
に
必
要
事
項
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

               

 

た
な
か 

も
と
じ
著 

 
 

定
価:

２
２
０
０
円
（
＋
税
） 

新
日
本
出
版
社
発
行 

 
 

『
大
地
の
歌
ご
え
』
ご
購
読
を 

 
 
 

 

原
発
事
故
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
よ
う
と
す
る
家
族
の
行
方―

―

。 

 
 
 
 

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
４
歳
の
娘
を
失
っ
た
里
美
と
洋
平
夫
妻
。 

 
 

 
 
 
 

洋
平
は
福
島
原
発
事
故
の
廃
炉
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
。
２
年
後
、
事 

故
直
後
に
生
ま
れ
た
息
子
に
甲
状
腺
異
常
が
認
め
ら
れ
、
里
美
は
夫
と 

 

別
居
し
東
京
へ
避
難
す
る
が…

。
今
も
原
発
事
故
の
被
害
に
苦
し
む
人 

た
ち
と
の
連
帯
と
家
族
の
再
生
を
描
く
感
動
の
長
編
。 

 

第
３
次
分
の
注
文
を
受
け
付
け
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
注
文
を
。 

 

【別記】 ご注文の要領 

①注文される方のお名前、または団体名 

②本の送付先の住所 

③注文冊数 

④注文先 ～ 次のＦＡＸ又はｅ-メールで 

 Fax011－762-6543（佐藤事務局長宅） 

 genpaturen@gmail.com（原発連事務局

のメールアドレス） 

⑤本のお届け方法とお支払い方法 

 ・レターパック又は送付先へお届けします 

 （レターパックの場合は、振替用紙を同封 

しますので郵便振替でお支払いを） 

・お届けの場合は、現金か郵便振替で。 

⑥送金先の郵便振替口座は次の通りです 

 ・口座名：原発問題全道連絡会 

 ・口座番号：０２７３０－５－４７６１７ 

なお、本の発送予定日は、別途お知らせします。 
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【
地
域
の
会
の
活
動
紹
介
】 

今
月
は
、「
脱
原
発
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す
す
め
る
苫
小
牧
の
会
」
の
活
動
の
一
端
を
同
会
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
紹
介
し
ま
す
。 
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【道
原
発
連
ニ
ュ
ー
ス
に
見
る
道
原
発
連
の
あ
ゆ
み
】第
４
２
回 

今
号
に
は
第
１
７
２
号
（２
０
０
７
年
４
月
１
８
日
）
か
ら
第
１
７
４
号
ま
で
を
紹
介
し
ま
す
。 

  
原
発
の
事
故
隠
し
～
今
度
は
制
御
棒
抜
け
落
ち
や
臨
界
事
故 

 
 

電
力
１
２
社
の
電
力
不
正
総
ざ
ら
い
で
、
１
万
６
４
９
件
に
も
上
る
不
正
件
数 

第
１
７
２
号
（
０
７
年
４
月
１
８
日
）
に
は
、
原
発

の
事
故
隠
し
だ
け
で
な
く
、
前
年
１
１
月
経
産
省
が
、

中
国
電
力
土
用
ダ
ム
（
岡
山
）
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
や
東

電
柏
崎
刈
羽
原
発
（
新
潟
）
の
排
水
デ
ー
タ
改
ざ
ん
の

発
覚
な
ど
を
受
け
て
、
電
力
１
２
社
に
す
べ
て
の
発
電

設
備
の
総
点
検
を
指
示
、
年
度
末
の
３
月
３
０
日
ま
で

の
集
計
で
、
不
正
件
数
が
１
万
６
４
９
件
に
上
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
内

訳
は
、
原
子
力
が
４
５
８
件
（
北
海
道
電
、
四
国
電
、

九
州
電
は
ゼ
ロ
報
告
）
、
火
力
が
１
２
０
７
件
、
水
力
が

８
９
８
４
件
。
北
海
道
電
は
、
原
子
力
は
ゼ
ロ
、
火
力

２
０
６
件
、
水
力
３
５
５
件
と
報
告
。
と
こ
ろ
が
、
報

告
期
限
を
過
ぎ
た
４
月
１
０
日
、
北
電
伊
達
火
発
で
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
重
油
漏
れ
の
検
知
装
置
の
不
正
改
造

を
、
報
告
期
限
以
前
に
把
握
し
て
い
な
が
ら
隠
し
て
い

た
事
実
も
明
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
原
発
に
限
ら
ず
、

地
域
独
占
体
制
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
全
電
源
に

つ
い
て
日
常
的
に
事
故
隠
し
が
や
ら
れ
て
い
た
可
能

性
を
示
す
集
計
結
果
で
あ
る
と
告
発
し
て
い
ま
す
。 

な
か
で
も
原
発
に
つ
い
て
は
、
制
御
棒
の
抜
け
落
ち

と
臨
界
事
故
隠
し
が
、
１
９
７
８
年
１
１
月
の
福
島
第

一
の
３
号
機
か
ら
、
２
０
０
０
年
４
月
の
柏
崎
刈
羽
の

１
号
機
ま
で
、
１
０
件
も
繰
り
返
し
起
き
て
い
た
と
い

う
重
大
事
故
隠
し
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
電
力
会
社
の
事
故
隠
し
、
デ
ー
タ
改
ざ
ん
は
「
底
が

見
え
な
い
電
力
不
正
」（
菅
野
一
洋
報
告
）
と
の
見
出
し

が
ぴ
っ
た
り
で
す
。
“
規
制
す
る
側
が
規
制
さ
れ
る
側

の
虜
に
な
っ
て
い
た
”
（
福
島
第
一
原
発
事
故
国
会
事

故
調
報
告
）
こ
と
が
、
原
発
だ
け
で
な
く
、
他
の
電
源

で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
問
題
で
す
。
他
の
電

源
で
も
住
民
運
動
の
側
の
厳
し
い
監
視
が
欠
か
せ
な

い
と
受
け
止
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。 

 

デ
ー
タ
改
ざ
ん
問
題
で
原
発
連
が
北
電
に
申
入
れ
、 

「プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
敢
然
と
進
め
る
」社
長
発
言
の
撤
回
を
求
め
る 

 

温
排
水
の
温
度
差
デ
ー
タ
に
疑
念 

第
１
７
３
号
（
０
７
年
６
月
７
日
）
に
は
、
前
号
の

電
力
不
正
問
題
で
、
道
原
発
連
が
、
北
電
に
申
入
れ
た

と
こ
ろ
、
北
電
側
は
「
手
続
き
不
備
」「
デ
ー
タ
改
ざ
ん

に
相
当
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
」
と
回
答
。
こ
れ
に
原

発
連
側
が
、
伊
達
火
発
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
重
油
漏
れ

検
知
装
置
の
不
正
改
造
を
長
年
隠
蔽
し
て
き
た
問
題

を
指
摘
し
、
や
っ
と
陳
謝
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ

の
直
前
の
記
者
会
見
で
北
電
の
近
藤
龍
夫
社
長
は
、
火

発
な
ど
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
を
陳
謝
し
つ
つ
、
「
プ
ル
サ

ー
マ
ル
計
画
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
も
影
響
を
受
け

る
こ
と
な
く
敢
然
と
進
め
る
べ
き
だ
」
と
発
言
し
て
お

り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
原
発
連
側
が
「
プ
ル
サ
ー
マ

ル
計
画
に
道
民
合
意
は
な
く
、
電
力
不
正
が
社
会
問
題

化
し
て
い
る
最
中
の
発
言
と
し
て
不
適
切
か
つ
不
遜

な
も
の
」
と
批
判
し
、
撤
回
を
求
め
て
い
ま
す
。 

申
入
れ
に
参
加
し
た
大
田
勤
岩
内
町
議
は
、
泊
原
発

の
温
排
水
の
温
度
差
調
査
に
つ
い
て
、
道
庁
の
測
定
結

果
が
、
温
度
差
２
・
３
℃
～
６
・
６
℃
と
ば
ら
つ
き
が

あ
る
が
、
北
電
の
測
定
値
は
６
・
１
℃
～
６
・
５
℃
と

そ
ろ
っ
て
い
る
、
一
連
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
か
ら
考
え
る

と
信
頼
性
に
欠
け
る
と
の
感
想
文
で
述
べ
て
い
ま
す
。

 

中
越
沖
地
震
で
の
柏
崎
刈
羽
原
発
全
７
基
の
被
災
を
踏
ま
え
、
原
発
連
が
北
電
に
泊
原
発
の
耐
震
設
計
や
原
子
力
防
災
計
画
の
根
本
的
見
直
し
を
申
入
れ 

第
１
７
４
号
（
０
７
年
９
月
１
５
日
）
で
は
、
同
年

７
月
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
よ
っ
て
、
柏
崎
刈
羽
原

発
全
７
機
が
放
射
能
漏
れ
を
含
む
故
障
・
損
傷
を
多
発

し
た
問
題
に
関
連
し
て
、
原
発
連
が
８
月
２
９
日
、
北

電
に
耐
震
設
計
の
根
本
的
見
直
し
や
震
災
時
に
避
難

で
き
ず
機
能
も
し
な
い
原
子
力
防
災
計
画
の
根
本
的

見
直
し
な
ど
を
申
入
れ
て
、
地
震
国
日
本
で
原
発
の
立

地
そ
の
も
の
が
誤
り
だ
と
指
摘
、
原
発
の
集
中
立
地
の

危
険
性
と
脆
弱
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
福
島
第
一
原

発
事
故
の
先
取
り
的
申
し
入
れ
と
感
じ
ま
す
。
（
米
谷

記
） 
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２０２０年５月 原発・核燃サイクル関連日誌 

 

5 月 

 

5/1 福井住民団体 関電に新型コロナで原発の運転、工事停止求める（5.3 赤旗） 

5/2 関西電大飯原発３号機 新型コロナ.で定期検査延期 （5.3 赤旗） 

5/2 環境省、除染土の再利用地で野菜の試験栽培開始へ （５．１２ 朝日デジタル） 

5/13 規制委 日本原燃六ケ所再処理工場 新規制基準適合了承審議開始へ （5.13 朝日） 

5/13 泊原発放射性物質放出量算定誤り 規制委保安規定違反認定（5.13 朝日） 

5/13 インドネシア環境活動家 日本政府に石炭火発融資止めるよう要求 （5.14 赤旗） 

5/13 東電 福島第一 2 号機の使用済み核燃料取り出し用水中ロボット操作訓練公開（5.15 赤

旗） 

5/14 日本原電 東海第 2 原発の「特定重大施設」東海村議会に事前確認 （5.16 赤旗） 

5/15 経産省「電力・ガス取引監視等委員会（電取委）」を庁舎外へ （5.16 朝日） 

  5/16 北電 原発の防護服 3000 着を道と国へ寄贈 （5.16 朝日） 

5/16 経産省 福島第一原発汚染水処分の意見公募を 6 月 15 日まで延長変更 （5.16 赤旗） 

5/19 国際環境団体「Foe」がアンケート 原発汚染水 海洋放出 漁協 9 割が反対（5.20 赤旗） 

5/20 九州電力 川内原発 2 号機 「テロ対策施設」遅れで停止へ （5.21 赤旗） 

  5/20 原発問題連絡会ニュース 第３２０号発行 

5/22 敦賀 2 号機資料、原電の無断書き換え 80 か所に、250 ヶ所超変更（5.22 毎日デジタル） 

5/22 原発事故処理に再エネ財源は衆院で可決 流用に道を開く電気事業法案可決 

（5.25東京新聞デジタル） 

5/25 東海第 2 原発再稼働 県民投票条例に署名 9 万人を茨城知事へ 本請求 （5.26 赤旗） 

5/25 東電福島第一 被ばく検査「なりすまし測定」31 件 （5.27 赤旗） 

5/27 復興庁 福島第一原発周辺に廃炉ロボット開発の研究者等 5 千人増計画素案（5.28 朝日） 

5/28 規制庁 東電柏崎刈羽原発６・７号機保安規定 再検討指示へ （5.28 朝日） 

5/28 東北電力女川原発 2 号機 避難計画非現実的と仙台地裁で住民訴え （5.29 赤旗） 

5/28 中部電力浜岡原発 7 月以降に新燃料輸送 10 年ぶり （5.29 朝日） 

  5/28 北電電気料金 7 月から 154 円値下げを発表（5.29 朝日） 

  ５/28 石狩聚富望来風力発電（3.３万Ｋｗ）環境大臣から経産大臣へ意見提出 

                                    （環境省ＨＰ） 

5/28 九電子会社 秋田に洋上風力発電所建設検討 （5.29 朝日） 

5/29 東電福島第 2 原発 廃炉計画申請 約 44 年 （5.30 朝日） 

 

 

【注】５月中のイレブンアクション、チエルノブイリデー、道庁北門前抗議行動等が中止に、 

   ５月５日の「泊原発を再稼働させない北海道連絡会」主催のパレードも中止になりました。 

 

 

 


